前夜の 調べ物の 疲れで、 もう 少し 寝て いたいと ころ 

ほむら そうろく 

を 起された 私立探偵 局の 帆 村 荘六だ つ た。 

「お越し 下す つたの は、 どんな 方 かね」 

すな 力 ほが し 

「ご 婦人です」 助手の 須 永が 朗らか さ を 強いて 隠す よ 

うな 調子で 答えた。 「しかも 年齢の 頃 は 二十歳ぐ らい 

の 方です」 

ボタン 

(なにが、 しかも だ) と 帆 村 は パジャマの 釦をー つ 一 

はず さめ 

つ 外しながら 思った。 この 手で も 確かに 目は醍 る。 … 



実は 父が、 突然 行方不明 になって しまったんで ござい 

ます —— 。 昨日の 夕刊に も 出た ので ございま すが、 あ 

たくしの 父と いうの は、 動物園の 園長 をして 居ります 

かわち たけ だ ゆう 

河内 武 太夫 でございます」 

「ああ、 貴女が 河内 園長の お嬢さんの トシ子さん でい 

らっしゃ います か」 帆 村 は 夕刊で、 憂いに 沈む 園長の 

家族と して 令嬢 トシ 子 (二 〇 ) の 写真 を 見た 記憶が あ つ 

た。 その 記事 は 社会面に 三 段 抜きで 「河内 園長の 奇怪 

な 失踪. 動物園 内に 遺留され た 帽子と 上衣」 といった 

ひょう だ い 

ような 標題 が つ いていた ように 思う。 

「は ァ、 トシ子で ございます」 と美し い 眼 を しばたた 



ためいき たず 

子 嬢 は ホッと 溜 息をついた。 「何なりと お尋ねく ださ 

いまし」 

「動物園で は 大いに 騒いで 探した ようです か」 

て、， ね、， 

「それ はもう 丁寧に 探して 下す つたそう で) ，- ざいます _ 

今朝、 園に ゆきまして、 副 園長の 西郷 さんに お 目に 懸 

りました ときのお 話で も、 念のためと 云う ので 行方 不 

明に なった 三十日の 閉門 後、 手分けして 園内 を 一通 リ 

調べて 下す つたそう です。 今朝 も、 また 更に 繰返して 

探して 下さる そうです」 

うなす 

「なるほど」 帆 村 は 頷いた。 「西郷 さん は 驚いて いま 

した か」 



「園長 はそんな とき、 帽子 も 上衣 も 着ないで お 自宅に 

も 云わず、 ブラ リと 出掛ける のです か」 

「そんな こと は 先ず ございません。 自宅に 云わな くと 

うわ * き と かく 

も、 帽子 や 上衣 は暖 いとき ならば 兎に角、 もう 十一月 

の 声 を 聞き、 どっち かと 云えば、 ォ ー ヴァ ー が 欲しい 

時節です。 帽子 や 洋服 は 着て ゆく だろうと 思います 

の」 

「その上 衣 は どこに ありまし ようか。 鳥渡 拝見したい 

のです が …… 」 

「上衣 はう ちに ございま すから、 どうか いらし つ て 下 

さい」 



「では これから 直ぐに 伺いましょう。 みちみち 古い 戦 

友の こと も、 もっと 話して 戴こうと 思います」 

はん ざき こう へ い 

「ああ、 半 崎 甲 平さん のこと です か？」 トシ子 嬢 は、 

父の 戦友の 名前 を 初めて 口にした のだった。 
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しん つ う なぐさ 

園長 邸 を 訪ねた 帆 村 は 心痛して いる 夫人 を 慰 め、 

遺留の 上衣 を 丹念に 調べ てから 何 か 手帖に 書き止める 



館 を 建てた とき 半分 は 自分の 金 を 出したん です。 今 も 

表に 出て いる 二 シキへ ビはニ 頭です が、 あの 裏手に は 

大きな 奴が 六 七 頭 も 飼って あるので す」 

まる 

「ほほう」 と 帆 村 は 目 を 円く した。 「その 非公開の 蛇 

も検 ベたん です か」 

「そり や 勿論です よ。 研究 用の もの だから お客さんに 

こそ 見せません が、 検 ベる こと は 一般と 同じに 検べま 

すよ。 別に 園長さん を 呑んで いるよう な 贅沢な の は 居 

ませんで した」 

帆 村 は 副 園長の 保証の 言葉 を、 そう 簡単に 受 入れる 

こと はでき なかった。 園長 を S 後に 見掛けた というと 



判った もの か、 フフ ッ、 フフ ッと、 風に 吹きつけられ 

たように 身体の 一 部 を 波うた せて いたのだった。 

こんなの が、 裏手に はま だ 六 七 頭 もい るんだ と 思う 

と、 生来 蛇 嫌いな 帆 村 はもう すっかり 憂鬱に なって し 

まった。 

くぐ ど 

そのと き 奥の 潜り戸 を あけて、 副 園長の 西郷 が、 や 

や 小柄の、 蟒 に 一 呑みに やられて しまい そうな、 青 

白い 若 紳士 を 引 張って きた。 

はちゅうかん 

フ J 紹介し ます。 こちらが この 爬虫 館 の 鴨 田 研究員 で 

す」 

一 一人 は 言葉 もな く 頭 を 下げた。 



この 蟒 に，. 一 塊ず つ 喰べ させれば、 比較的 容易に 片づく 

わけ だし、 腹 も 著しく 膨 むこと もなかろうと 考えた 

ので、 質問して みょうと 思った が、 これ は 重大な 結果 

になり そうだから、 もっと 先で 訊く ことにした。 そし 

て それとなく 蟒 全部の 腹の 膨れ 工合 を検べ て やろうと 

思 つ た。 

それで 裏手の 鴨田理 学士の 研究室 を 見せて 欲しい と 

云う と、 直ぐ 許されて、 一同 は 潜り戸 を 入って いった _ 

其処 はいと も 奇妙な 広い 部屋だった。 竪 長の 三十 坪 

ほど もあろう という、 ぶちぬ きの 一室だった が、 縦に 

二等分し、 一方に は 白 ペンキ を 盛んに 使った 卓子 や 書 



る こと を 勘定に 入れて 落して 行った か、 さもなくて 

みず か いつわ 

鴨 田が 自ら 落ちて いたと 偽り 届けた もの か、 どっち 

かで ある。 始めの よう だと 鴨 田 を 陥 れ ようとし てい 

るの は 誰かと いう 問題と なり、 後の よう だと 鴨 田は自 

けんぎ 

ら 嫌疑 をう けようと する もので、 そこに は 容易なら ぬ 

犯罪 性 を 発見す る ことにな つて、 帆 村 は 鴨 田の 性格 を 

あや 

知る ために、 室内 を 隅から隅まで 見廻して、 何 か 怪し 

い 物 はない かと 探し 求めた。 

「鴨 田さん の鞫 です か、 これ は」 と 帆 村 は 棚の 上に 載つ 

ている 黒 皮の 書類 鞫を 指した。 

「そうです、 私ので す I 
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帆 村 は 爬虫 館の 外へ 出る と、 チェリ— に 火 を 点けて、 

うまそう に 吸った。 

も かも だ けんぎ 

彼の 観察した ところでは、 若し 鴨 田に 嫌疑 を かける 

ならば、 鴨 田 は 何 かの 原因で、 河内 園長 を 爬虫 館に 

ひきず らたい は 

引摺 りこみ、 これ を 殺害して 裸体に 剝 ぐと、 手術台の 

上で バラ バラに 截断し、 彼が 飼育して いる 蟒に 一部 

まさか 

分 喰わして しま つ た のであろう。 真逆 バ ラバ ラ にした 



い 無限 地獄へ 落ち こんだ ように も 思われた。 園長 令嬢 

トシ子の 言葉と し て も、 副 園長 を 疑う y J と は 申 訳な 

さき 

かった。 でも 疑えば、 トシ子 は 鴨 田の こと を 爪の 尖 ほ 

ども 言わず、 却って 西郷 のこと を 弁明した。 これ は 西 

むく みず か 

郷の 愛に 酬ぅ ことができ なか つたので 自 ら 弁解 を つ 

とめて 償い をし、 一方 鴨 田との 愛の 問題 はもう 解決 

を 見て いるので 一 言 も 云わなかった と 考えて はどう か。 

もつ あしもと 

いよいよ 鏈れ 糸の ように 乱れて くる 帆 村の 足 許に、 事 

件 解決の 鍵 かと 思われる 物が 転がって いた。 それ は 一 

ボタン 

個の 釦 だった。 

「おお、 これ は 園長の 洋服に ついていた 釦 に違いない。 



長 を 見掛けた という 人が あるの だから、 正午に なれば 

園長 は 食事の ため 事務所へ 帰って 行った 害で、 それが 

無かった とすると、 どうしても 失踪 は 十一 時 二十 分か 

ら 正午の 間と 断定す る のが 常識 のように 思う。 コ ー ス 

は 調 餌 室から 爬虫 館ではなくて、 反対に 爬虫 館から 調 

餌 室へ と考えられる。 そこで 帆 村 は、 爬虫 館の 鴨 田 研 

究 員が 十一 時 三十 五分 前後に、 調 餌 室の 前へ トラック 

が 到着して 動物の 餌を搬 びこんで いるら しい 騒ぎ を 聴 

いたと いう こと を 思い出した。 すると 犯行 は、 この 前 

か 後 か。 II 帆 村 は 調 餌 室の 内部に も 多分の 疑問符 号 

が 秘められ ている こと も 考えない わけに は ゆかな か つ 



うち 

爬虫 館の 鴨 田 研究室の 裡へッ カツ 力と 入って 行った 

うしろ 

帆 村 探偵 は、 そ， J に 鴨 田 氏が 背後 向きに なリ、 ビ ー 力— 

ちゃかっしょく か 

に 入った 茶褐色 の 液体 をパ チヤ パ チヤ 搔き廻 してい 

るの を 発見した。 外に は 誰も 居なかった。 

あしおと 

帆 村の 跫 音に 気がつい たらしく、 鴨 田 は 静かに ビ— 

とど 

力 ー を 振る 手 を ちょっと 停めた が、 別に 背後 を 振返リ 

こうし つとう き 

もせず、 横に 身体 を 動かす と、 硬質陶器で こしらえた 

こま 

立派な 流し場へ、 サッと 液体 を滾 した。 すると 真白な 

けむ リ もうもう たちのぼ きょうさん せい 

烟 が濛々 と 立 昇 つ た。 どうやら 強 酸性 の 劇薬ら しい 

なに を やつ ている のだろう。 

じゃま うかが 

「鴨 田さん、 またお 邪魔に 伺 いました」 帆 村 はぶつ き 



物が 皆 斃死して しまいます」 

「しかし 人間の 生命に は 代える こと は 出来ません」 

「なに 人間の 生命？ はッ はッ、 君 は 此の タンクの 中 

に、 三日 前に 行方不明 になった 園長が 隠されて いるの 

だと 思って いるので すね」 

「そうです。 園長 は その タンクの 中に 入って いるので 

す！」 

あげく 

帆 村 は ダンと 癩 にさ わった 揚句 (それ は 彼の 悪い 癖 

だった) 大変な こと を 口走って しまった。 それ は 前 か 

ら 多少 疑い を 掛け ていた ものの、 まだ 断定す ベ き ほ ど 

の 充分な 条件が 集って いなかつ たの だ。 怒鳴った あと 



「ガチャ リ！」 

か らぴ つ 

とうとう 最後の 唐櫃が 開かれた の だ つ た。 

「呀 ッ！」 

「これ も 空虚つ ぼ だ ッ！」 

帆 村は須 永に 目く ばせ をして 彼 一人、 前に 出た。 彼 

の 手に は 自動車の 喇 , の 握り ほど ある スポイトと ビ— 

力— とが 握られて いた。 

ひだ あさ 

彼 は 念入りに、 白い 襞の まわ リを獵 つて、 何やら 黄 

色い 液体 を スポイトで 吸いと リ、 ビ ー 力— へ 移して い 

た。 

うる 

だが それ は 大した 量で なく、 ほんの 底 を 潤お す 程度 



ていった。 

「貴方 はこれ を ご存知で すか」 

鴨 田 は腑に 落ち かねる 顔 付で、 無言に 首 を 振った。 

「貴方 は ご存知なかった のです ね」 

たんそく 

帆 村 はどうした のか、 ひどく 歎息して 云った。 

「これ はです ね —— 」 

一 同 は 帆 村の 唇 を 見つめた。 

ろへ い しょうじ ゆうだん 

「_ —— これ は 露 兵の 射った 小銃 弾です。 そして、 こ 

れは 三十日から 行方不明に なられた 河内 園長の 体内に 

ちぐ 

二十 八 年 この 方、 潜って いた ものです。 云わば 河内 園 

にんしきひょう 

長の 認識 標 なんです。 しかも 園長の 身体 を 焼く とか、 



ひとけ 

そかに 人気の ない 此の 室に 誘い、 毒物で 殺したん です。 

そこで 直ちに 園長の 軽装 を剝 いで 裸体と し、 着衣な ど 

おおかばん そ はこ 

は、 あの 大鞫 に 入れ 其の 夕方、 何 喰わぬ 顔で 園 外に 搬 

のち 

び 去り ましたが、 それ は 後の 話と して、 鴨 田さん は 園 

長の 口 を こじ 開ける や、 蟒の 消化液で は 溶けない 金歯 

をす つかり 外して 別にす ると、 もうこれ で 全部が 溶け 

る ものと 安心して 此の 第三 タンクに 入れました。 そこ 

で 永年 貯蔵して 置いた ニシ キへビ 消化液 を タンクへ 入 

れて 密封 をす ると、 電動 仕掛けで 同心 管 —— それ は 襞 

を もった 人造 胃腸なん です が、 その 胃腸 を 動かし 始め 

たんです。 適当な 温 S に 保って これ を 続けた ものです 



から、 鴨 田さん の 研究に よると、 今夜の 八 時 頃までに 

完全に 園長の 身体 は タンクの 中で、 影 も 形 もな く 融解 

してし まう ことが 判つ て いました。 

鴨 田さん に その 自信が あつたれば こそ、 この 時間に 

なって タンク を 開く こと を 承知され たのです。 そして 

尚 も 計画 をす すめて、 タンクの 中の 溶液 を、 そのまま 

下水へ 流して しまう ことにしました。 急いで 流せば、 

さと 

こんな 静かな ところ だから それと 音 を 悟られる ので、 

はいすいべ ん はんぴら き 

排水 弁 を 半開と し、 ソロ ソロと 園長の 溶け こんだ タ 

ンクの 内容 液 を 流し 出したん です。 しかし それ は 一 つ 

力/ま/ 

の大 失敗 を 残しました。 流出 速度が 極めて 緩慢だった 



云わずに 項 低れ ていた。 

「もう 後 は 云う 必要が ありますまい。 最後に 御 紹介し 

たい 一人の 人物が あります。 それ はこの 話の ヒント を 

与えて 以後 私の 調べ に 貢献して 下す つた 故 園長の 古い 

どうきょ う 

戦友、 半 崎 甲 平 老人であります。 この 老人 は 同郷の 

出身です が、 衛生隊 員と して 出征せられ ていたので、 

た ま 

後に 園長が X 線で 体内の 弾丸 を 見た ときに も 立 合い、 

また 戦場の 秘話 を 園長から 聴き もした 方です。 鴨 田 さ 

んの 亡き 父君の こと も 知つ てられ るんで すから、 此処 

へお 連れし ました。 いま 御 案内して 参りましょう」 

そういって 帆 衬は立 上る と、 入口の 扉 を あけた、 が、 
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